
交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「万博記念公園駅（エキスポシティ前）」「日本庭園前」
下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。

●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

　アメリカの大学にいた学部時代に、寮の女子に誘われ、何を血

迷ったか、ラクロスのチームに入ったことがある。大きすぎるユニ

フォームのミニスカートがずり落ちそうになるのを安全ピンで留め、

他のプレーヤーのスティックで頭をたたき割られる心配のないポ

ジションを維持しつつ、無駄にフィールドを走り回り、一学期で脱

落した。組織的な「体育会」に手を染めたのは、後にも先にもこ

のときだけである。

　さて、新年度を迎え、ふたつのコーナーを新設。ウィリアム・シェ

イクスピア没後400年と夏目漱石没後100年を記念して、というわ

けではないが、「ながなんぢゃ」はシェイクスピアがジュリエットに

「薔
ば

薇
ら

という花は、他の名でも……」と言わしめ、漱石先生が「名

前はまだ無い」猫をもってして投げかけた、存在論的・認識論的・

意味論的命題である。とはいえ、哲学的に深く考え込むのでなく、

フィールドでの実体験などに基づいて「名付け」についてライトに

考えてみる。

　一方、「手芸考」はモノづくりについて考える新コーナー。そして

考えてみれば、『月刊みんぱく』自体が手芸だ。デザインはもちろ

んプロにお願いしているが、内容は雑誌作りに関してはアマチュア

の研究者が企画している。この「手作り感」を大事にしつつ、新

年度も編み続ける。（山中由里子）
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次号の予告
特集

たまり場

●表紙、p2の写真提供
ボクシング：樫永真佐夫、野球：窪田暁、空手：小林貴幸
自転車競技：萩原卓也、アメリカンフットボール：瀬戸邦弘
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みんぱくフェイスブック
http://www.facebook.com/MINPAKU.official/
みんぱくツイッター
http://twitter.com/MINPAKUofficial

みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/


